
令和６年能登半島地震支援 

長野から能登にあたたかな福祉支援を！ 

長野県災害福祉広域支援ネットワーク協議会 

長野県社会福祉協議会 

１ 支援の経過 

長野県災福ネットでは、1 月 5 日、長野県からＤＷＡＴ派遣準備要請を受け、また、つながりがあった

深い社会福祉法人佛子園の応援要請を受けました。１月８日、石川県能登町の同法人事業所に先遣隊

を派遣し、同法人と能登町から、避難所の福祉支援を依頼されたため、ＤＷＡＴ制度派遣が実現するま

での間、長野県ふくしチームが独自派遣を行って支えることとしました。 

 

 

 

 

 

 

２ 長野県ふくしチームの活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

ベッドをみんなで作る    「意思決定支援」が必要     福祉避難所の設置を担当 

 

 

 

 

 

 
 

３ 長野から能登へあたたかな福祉支援を！ 

 

 

 

 

 

 

石川県内の死者数 〔15日現在、抜粋〕 

    避難者数  死者（うち関連死） 

珠洲市 3,843人、99人（６人） 

輪島市 7,611人、88人（３人） 

能登町 2,016人、 7人（５人） 

1月 9日の小木中学校避難所で。 

自身も被災者だった介護福祉士が、数十名の要

支援者のケアを 1週間以上担っていた。 

全社協にも相談の上、ＤＷＡＴ制度派遣が実現

するまで、本会の独自派遣を行うこととした。 

 これまで住民中心に担ってきたケアのお手伝い、引継ぎ。また、医療チーム・保健師チームから気になる

要支援者情報を引継ぎ、随時、福祉アセスメントにつなげている。 

 段ボールベッド２つが届き、住民に作り方を指導。今後、全員分が届いた際に、上下足分離を行う予定。 

 なんでも相談コーナーを設置。広域避難が呼びかけられているが、高齢者が多く、金沢に避難したらそ

の後どうなるかイメージできない方も多く、意思決定を支援する福祉の力が切に求められている。 

 

頑張る地元介護福祉士、応援しない選択肢はなかった。 

長野県ふくしチーム独自派

遣にご協力を（４泊５日） 

 

1/14～ １チーム活動中 

1/23～ ２チーム派遣予定 

 

 

ＤＷＡＴ制度派遣 

(全社協から要請があった

場合、４泊５日) 

1/23～ １チームの派遣を 

準備中 

長野県ふくしチームの独自派

遣を協賛金でご支援ください。 

 

○ 能登半島地震支援協賛金 

≪１口１万円≫ 


